
主な記事
・コメ農家 米価上昇でも廃業 ２面
・２６年概算金コスト見合わず ２・７面
・農地の相続分散に歯止め ３面
・最低賃金 上げ幅は過去２番目 ８面

▽
特
例
措
置
で
仕
入
れ
消

費
税
額
を
売
上
消
費
税
額

と
同
額
に

農
産
物
売
上
に
か
か
る

消
費
税
率
が
1
％
に
な
っ

て
も
、
肥
料
や
農
機
具
、

燃
料
な
ど
の
仕
入
れ
に
は

従
来
通
り
10
％
の
消
費
税

が
か
か
る
。
つ
ま
り
、
売

上
時
に
受
け
取
る
消
費
税

は
7
％
減
る
一
方
で
、
仕

入
れ
時
に
支
払
う
消
費
税

は
減
ら
な
い
状
況
と
な

る
。
そ
の
た
め
、
み
な
し

仕
入
れ
率
で
納
税
額
を
算

出
す
る
簡
易
課
税
事
業
者

は
手
取
り
が
大
き
く
減
っ

て
し
ま
う
。
簡
易
課
税
を

選
択
し
て
い
る
事
業
者

は
、
農
林
漁
業
者
で
は
約

11
万
人
い
る
と
い
わ
れ
て

お
り
、
影
響
が
大
き
い
。

新
た
に
設
け
る
特
例
で

は
、
仕
入
れ
消
費
税
額
を

売
上
消
費
税
額
と
同
額
と

み
な
し
、
納
税
額
を
実
質

的
に
ゼ
ロ
に
す
る
。
1
％

対
象
で
は
な
い
売
上
に
つ

い
て
は
、
従
来
通
り
み
な

し
仕
入
れ
率
を
適
用
し
て

算
出
す
る
。

▽
売
上
高
に
応
じ
た
給
付

金
の
支
給
も
検
討

売
上
消
費
税
の
減
税
は

免
税
事
業
者
に
と
っ
て
も

大
き
な
負
担
と
な
る
。
免

税
事
業
者
は
消
費
税
の
申

告
・
納
税
を
行
わ
な
い
た

め
、
生
産
資
材
な
ど
の
購

入
時
に
支
払
っ
た
消
費
税

に
つ
い
て
還
付
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
の

結
果
、
農
産
物
の
売
上
消

費
税
率
だ
け
が
8
％
か
ら

1
％
に
下
が
れ
ば
、
支
払

い
だ
け
が
増
え
手
取
り
は

減
少
す
る
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま

え
、
政
府
は
売
上
消
費
税

の
減
少
に
よ
り
手
取
り
が

減
る
簡
易
課
税
事
業
者
と

免
税
事
業
者
に
対
し
て
、

売
上
高
に
応
じ
た
給
付
金

の
支
給
に
つ
い
て
検
討
に

入
っ
た
。

▽
2
年
縛
り
解
除
で
本
則

課
税
に
移
行
し
や
す
く

本
則
課
税
で
は
、
売
上

消
費
税
額
か
ら
仕
入
れ
消

費
税
額
を
引
い
た
額
が
マ

イ
ナ
ス
に
な
っ
た
場
合
、

一
定
の
要
件
を
満
た
せ
ば

マ
イ
ナ
ス
分
の
消
費
税
に

つ
い
て
還
付
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
。
た
だ
、
現

行
で
は
簡
易
課
税
を
選
択

す
る
と
、
2
年
間
は
本
則

課
税
に
移
行
で
き
な
い
。

そ
の
た
め
、
特
例
を
設
け

課
税
期
間
中
に
移
行
す
る

場
合
に
は
こ
の
2
年
縛
り

の
対
象
外
に
す
る
こ
と
と

し
た
。

こ
の
他
、
政
府
は
本
則

課
税
に
移
行
す
る
農
家
な

ど
を
対
象
に
税
理
士
費
用

を
支
援
す
る
こ
と
も
検
討

し
て
い
る
。
本
則
課
税
は

帳
簿
管
理
や
申
告
事
務
が

増
え
、
専
門
家
の
支
援
が

必
要
な
ケ
ー
ス
が
多
い
た

め
、
負
担
軽
減
策
を
講
じ

て
移
行
し
や
す
い
環
境
を

整
え
る
。

政
府
は
9
月
2
日
、
現
在
8
％
と
な
っ
て
い
る
飲
食
料
品
の
消
費
税
率
を
1
％

へ
引
き
下
げ
る
間
、
簡
易
課
税
制
度
に
特
例
措
置
を
設
け
る
方
針
を
示
し
た
。
農

産
物
や
食
料
品
の
売
上
で
得
る
消
費
税
と
同
額
を
控
除
で
き
る
よ
う
に
し
て
、
実

質
的
に
納
税
額
を
ゼ
ロ
に
す
る
。
ま
た
、
売
上
消
費
税
の
減
税
で
手
取
り
が
減
る

事
業
者
に
は
、
売
上
高
に
応
じ
た
給
付
額
の
支
給
を
検
討
し
て
い
る
。

消
費
税
１
％
に
伴
う
農
家

簡易課税制度に特例措置
の
負
担
軽
減
策
を
検
討
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2
0
2
0
年
6
月
に
始

ま
っ
た
景
気
拡
大
局
面
が

今
年
7
月
で
戦
後
最
長
を

更
新
し
た
可
能
性
が
あ

る
。
内
閣
府
が
9
月
7
日

に
発
表
し
た
7
月
の
景
気

指
数
に
よ
る
と
、
足
元
の

経
済
状
況
を
示
す
一
致
指

数
の
基
調
判
断
は
改
善
に

据
え
置
か
れ
た
。
正
式
な

判
定
は
事
後
的
に
行
わ
れ

る
が
、
今
年
7
月
ま
で
拡

大
局
面
が
続
い
て
い
た
と

認
定
さ
れ
れ
ば
、
20
年
6

月
か
ら
74
カ
月
と
な
り
、

こ
れ
ま
で
最
長
だ
っ
た
02

年
か
ら
08
年
の
73
カ
月
を

上
回
る
。

74
カ
月
と
い
う
6
年
を

超
え
る
数
字
だ
け
を
見
る

と
、
長
く
好
景
気
が
続
い

て
い
る
よ
う
に
聞
こ
え

る
。
し
か
し
、
ス
ー
パ
ー

で
値
段
を
見
て
買
う
の
を

我
慢
し
た
り
外
食

を
躊
躇
う
日
常

に
、
そ
の
数
字
へ

の
実
感
は
な
い
。
日
本
銀

行
の
7
月
の
地
域
報
告
に

も
、
節
約
志
向
を
背
景

に
、
値
上
げ
し
た
商
品
の

販
売
が
減
っ
て
い
る
と
い

う
声
が
載
っ
て
い
る
。

い
く
ら
株
価
が
上
が
っ

て
も
、
ど
ん
な
に
経
済
全

体
の
生
産
や
投
資
が
活
発

で
も
、
日
々
目
に
す
る
食

品
の
値
段
や
給
料
日
前
に

残
る
お
金
の
方
が
庶
民
に

は
リ
ア
ル
だ
。
気
に
な
る

の
は
、
何
カ
月
続
い
た
か

よ
り
同
じ
収
入
で
何
を
選

べ
る
か
だ
。

景
気
拡
大
と
は
、
景
気

の
谷
か
ら
山
に
向
か
っ

て
、
生
産
や
消
費
な
ど
の

経
済
活
動
全
般
が
活
発
に

な
り
、
上
向
い
て
い
く
期

間
の
こ
と
を
い
う
。
そ
し

て
、「
景
気
」
は
暮
ら
し

が
楽
に
な
っ
た
か
を
直
接

測
っ
た
数
字
で
は
な
い
。

内
閣
府
の
景
気
動
向
指
数

は
、生
産
、雇
用
、消
費
、

投
資
な
ど
か
ら
景
気
に
敏

感
に
動
く
指
標
を
選
び
、

そ
の
動
き
を
ま
と
め
て
景

気
の
方
向
や
勢
い
を
見
て

い
る
。
内
閣
府
自
身
も
、

す
べ
て
の
経
済
指
標
を
総

合
的
に
見
た
も
の
で
は
な

い
と
注
意
書
き
を
付
け
て

い
る
。

今
回
の
景
気
拡
大
期
の

実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
は
僅

か
1
％
弱
。
過
去
の
景
気

拡
大
期
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率

を
見
て
み
る
と
、
65
年
10

月
か
ら
70
年
7
月
ま
で
57

カ
月
続
い
た
「
い
ざ
な
ぎ

景
気
」
11
・
5
％
、
86
年

11
月
か
ら
91
年
2
月
ま
で

51
カ
月
続
い
た
「
バ
ブ
ル

景
気
」
5
・
3
％
、
02
年

か
ら
08
年
2
月
ま
で
73
カ

月
続
い
た
「
い
ざ
な
み
景

気
」
1
・
6
％
、
12
年
11

月
か
ら
18
年
10
月
ま
で
71

カ
月
続
い
た
「
ア

ベ
ノ
ミ
ク
ス
景

気
」
1
・
2
％
。

庶
民
感
覚
で
は
と
て
も
好

景
気
と
は
思
え
な
か
っ
た

い
ざ
な
み
景
気
、
ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
景
気
で
も
1
％
を

超
え
て
い
た
。
要
は
、
谷

に
向
か
わ
な
け
れ
ば
景
気

拡
大
と
い
う
こ
と
だ
。

統
計
が
見
て
い
る
の

は
、
日
本
経
済
全
体
が
拡

張
側
に
あ
る
か
後
退
側
に

あ
る
か
。
一
部
の
企
業
や

成
長
産
業
の
動
向
が
与
え

る
影
響
が
大
き
い
。
一

方
、
庶
民
が
見
て
い
る
の

は
、
以
前
買
え
た
も
の
が

買
え
る
か
、
値
段
を
気
に

せ
ず
選
べ
る
か
、
少
し
余

分
に
使
え
る
か
。同
じ「
景

気
」
と
い
う
言
葉
で
も
、

見
て
い
る
も
の
が
全
く
違

う
。景

気
拡
大
期
が
戦
後
最

長
に
な
っ
て
も
、
財
布
の

中
身
を
気
に
す
る
場
面
が

減
る
わ
け
で
は
な
い
。
74

カ
月
と
暮
ら
し
の
実
感
が

同
じ
方
向
を
向
い
て
い
な

い
。
政
府
は
ど
ち
ら
を
向

い
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

コ
メ
農
家
の
廃
業
・
倒
産
過
去
最
多
ペ
ー
ス

実
感
な
き
景
気
拡
大
が
戦
後
最
長
に

▽
止
ま
ら
な
い
「
コ
メ
農

家
」
の
廃
業

4
年
連
続

で
最
多
を
更
新
へ

コ
メ
農
家
の
廃
業
や
倒

産
が
止
ま
ら
な
い
。
帝
国

デ
ー
タ
バ
ン
ク（
Ｔ
Ｄ
Ｂ
）

に
よ
る
と
、
2
0
2
6
年

1
〜
8
月
に
発
生
し
た
コ

メ
農
家
の
廃
業
は
28
件
。

25
年
通
年
の
廃
業
件
数
37

件
に
迫
る
水
準
で
推
移
し

て
お
り
、
4
年
連
続
で
過

去
最
多
を
更
新
す
る
可
能

性
が
あ
る
。倒
産（
負
債
1

0
0
0
万
円
以
上
）
も
4

件
あ
り
、
計
32
件
が
生
産

現
場
か
ら
撤
退
し
た
。
1

〜
8
月
累
計
の
廃
業
と
倒

産
の
合
計
は
3
年
連
続
で

30
件
を
超
え
る
結
果
と
な

っ
た
。

▽
25
年
度
は
９
割
が
黒

字
・
う
ち
８
割
が
増
益
で

も
天
候
不
順
・
高
齢
化
・

後
継
者
不
在
で
廃
業
に

25
年
産
米
の
概
算
金
は

記
録
的
な
高
値
だ
っ
た

が
、
生
産
コ
ス
ト
の
上
昇

や
高
齢
化
な
ど
か
ら
、
事

業
継
続
を
断
念
す
る
ケ
ー

ス
が
少
な
く
な
い
と
み
ら

れ
る
。

25
年
度
の
法
人
を
中
心

と
し
た
コ
メ
農
家
の
利
益

動
向
は
、最
終
損
益
で「
増

益
」
と
な
っ
た
事
業
者
が

77
・
8
％
。前
年
度
の
65
・

9
％
を
大
幅
に
上
回
る
水

準
で
、
増
益
割
合
と
し
て

は
過
去
20
年
で
最
高
と
な

り
、
減
益
で
も
黒
字
を
維

持
し
た
事
業
者
を
含
め
れ

ば
、
黒
字
割
合
は
9
割
を

超
え
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
赤

字
の
割
合
が
3
割
を
超
え

た
21
〜
22
年
度
か
ら
、
コ

メ
農
家
の
損
益
状
況
は
大

き
く
改
善
し
た
。

そ
れ
で
も
廃
業
に
歯
止

め
が
か
か
ら
な
か
っ
た
の

は
、
一
昨
年
ま
で
の
コ
メ

農
家
を
取
り
巻
く
状
況
に

因
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

こ
れ
ま
で
薄
利
多
売
で
利

益
が
手
元
に
残
り
に
く
か

っ
た
こ
と
か
ら
、
米
作
り

に
欠
か
せ
な
い
ト
ラ
ク
タ

や
コ
ン
バ
イ
ン
、田
植
機
、

乾
燥
機
な
ど
、
老
朽
化
が

進
ん
で
い
る
機
械
設
備
の

更
新
を
先
送
り
に
し
て
き

た
ケ
ー
ス
は
少
な
く
な

い
。
さ
ら
に
、
近
年
の
異

常
な
猛
暑
、豪
雨
、台
風
、

カ
メ
ム
シ
の
大
量
発
生
な

ど
に
よ
り
、
収
穫
量
の
減

少
や
等
級
落
ち
も
発
生
し

や
す
く
、
事
業
計
画
通
り

に
高
品
質
な
米
を
安
定
供

給
す
る
難
易
度
も
高
く
な

る
な
ど
、
将
来
的
に
経
営

が
安
定
す
る
か
は
不
透
明

な
情
勢
も
あ
る
。
加
え

て
、
全
国
の
コ
メ
農
家
の

平
均
年
齢
は
60
代
を
超
え

て
い
る
こ
と
も
大
き
い
。

廃
業
と
な
っ
た
コ
メ
農
家

の
代
表
者
年
齢
も
70
代
後

半
と
高
齢
化
が
顕
著
な
た

め
、米
価
が
高
く
て
も「
将

来
を
見
据
え
た
投
資
」
に

踏
み
切
れ
ず
、
高
齢
化
な

ど
を
理
由
に
事
業
継
続
を

断
念
す
る
動
き
が
進
行
し

て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

足
元
で
は
、
コ
メ
価
格

の
高
騰
に
よ
る
需
要
の
減

退
と
民
間
在
庫
の
積
み
上

が
り
で
、
26
年
産
米
の
概

算
金
は
前
年
産
の
高
騰
か

ら
一
転
し
て
全
国
的
に
2

〜
4
割
と
大
幅
に
下
落
。

肥
料
や
農
薬
、
農
機
、
修

繕
費
な
ど
の
生
産
コ
ス
ト

が
軒
並
み
上
が
る
中
で
の

大
幅
下
落
で
「
経
営
が
成

り
立
た
な
い
」
と
の
声
も

あ
る
。
コ
メ
価
格
の
上
昇

だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い

問
題
が
顕
在
化
す
る
中
、

主
食
の
安
定
供
給
を
担
う

コ
メ
農
家
の
経
営
安
定
化

が
課
題
と
な
る
と
、
Ｔ
Ｄ

Ｂ
は
総
括
し
て
い
る
。

2
0
2
6
年
産
米
の
概

算
金
が
主
産
地
で
ほ
ぼ
出

揃
っ
た
。
早
場
米
が
前
年

比
2
〜
4
割
安
に
な
っ
た

の
を
皮
切
り
に
、
各
地
同

じ
よ
う
な
下
げ
幅
と
な
っ

た
。
主
要
産
地
の
概
算
金

は
60
㎏
当
た
り
1
万
7
0

0
0
〜
1
万
8
0
0
0
円

が
中
心
で
、
記
録
的
な
高

値
と
な
っ
た
25
年
産
米
当

初
比
で
3
〜
4
割
安
く
、

金
額
に
し
て
1
万
〜
1
万

2
0
0
0
円
程
度
の
下
げ

幅
が
中
心
。
た
だ
、
24
年

産
米
当
初
比
で
は
数
百
円

か
ら
1
5
0
0
円
程
度
微

増
し
た
。

現
状
で
は
、
ど
の
銘
柄

も
今
年
か
ら
始
ま
っ
た
コ

ス
ト
指
標
（
60
㎏
2
万
5

3
5
円
）
を
下
回
っ
て
お

り
、
指
標
並
み
に
な
る
よ

う
追
加
払
い
を
検
討
す
る

Ｊ
Ａ
も
あ
る
。
た
だ
、
販

売
環
境
が
大
き
く
好
転
す

る
こ
と
が
条
件
と
な
る
。

備
蓄
米
の
買
い
戻
し
が
遅

い
上
に
僅
か
21
万
ト
ン
だ

っ
た
こ
と
も
あ
り
、
環
境

改
善
は
厳
し
い
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
。

農
林
水
産
省
に
よ
る

と
、
25
年
産
米
の
出
回
り

か
ら
7
月
末
ま
で
の
販
売

数
量
は
集
荷
数
量
の
6
割

程
度
に
と
ど
ま
っ
て
い

る
。一

方
、
石
油
を
原
料
と

す
る
肥
料
な
ど
の
生
産
資

材
価
格
は
、
ホ
ル
ム
ズ
海

峡
の
事
実
上
の
封
鎖
の
影

響
を
受
け
て
高
止
ま
り
が

続
い
て
い
る
。
20
年
の
価

格
を
1
0
0
と
し
た
農
業

物
価
指
数
は
、
6
月
時
点

で
1
3
1
・
5
と
過
去
最

高
を
更
新
し
た
。

販
売
価
格
の
大
幅
下
落

と
生
産
コ
ス
ト
の
高
止
ま

り
が
離
農
を
加
速
さ
せ
る

恐
れ
が
あ
る
。

厚
生
労
働
省
は
、
9
月

1
日
か
ら
企
業
な
ど
の
時

間
外
労
働
（
残
業
）
に
つ

い
て
、
労
使
合
意
で
月
45

時
間
超
が
可
能
な
企
業
に

対
し
て
も
45
時
間
以
内
に

抑
え
る
よ
う
求
め
て
き
た

一
律
指
導
を
取
り
や
め

た
。
今
後
は
、
事
業
場
の

実
態
や
健
康
福
祉
確
保
措

置
の
状
況
を
踏
ま
え
た
個

別
の
監
督
指
導
を
行
う
。

残
業
時
間
の
上
限
は
、

労
使
で
36
協
定
を
結
べ
ば

月
45
時
間
、
年
間
3
6
0

時
間
ま
で
可
能
。さ
ら
に
、

労
使
で
特
別
条
項
を
結
べ

ば
月
1
0
0
時
間
未
満
、

年
7
2
0
時
間
以
内
ま
で

認
め
ら
れ
る
。
同
省
に
よ

る
と
、
企
業
の
約
5
割
が

月
45
時
間
以
内
の
時
間
外

労
働
が
認
め
ら
れ
る
「
36

協
定
」
を
結
び
、
こ
の
う

ち
7
割
が
月
1
0
0
時
間

未
満
（
休
日
労
働
を
含

む
）
ま
で
可
能
な
「
特
別

条
項
」
を
つ
け
て
い
る
。

7
月
は
23
件
の
死
亡
事

故
を
含
む
43
件
の
死
傷
事

故
が
報
告
さ
れ
た
。
こ
の

う
ち
、
7
件
は
熱
中
症

で
、
6
件
は
死
亡
事
故
と

な
っ
た
。

農
道
、
田
畑
、
ビ
ニ
ー

ル
ハ
ウ
ス
な
ど
、
屋
内
外

問
わ
ず
熱
中
症
に
よ
る
死

亡
事
故
が
報
告
さ
れ
て
い

る
。
死
亡
に
至
っ
た
事
故

は
、
い
ず
れ
も
熱
中
症
に

よ
り
倒
れ
て
か
ら
時
間
が

経
過
し
た
後
に
発
見
さ
れ

て
い
る
一
方
、
倒
れ
る
前

に
体
調
不
良
を
訴
え
救
急

要
請
を
し
た
こ
と
で
死
亡

に
至
ら
な
か
っ
た
事
故
も

あ
っ
た
。

▽
10
月
の
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

例
年
、
稲
の
収
穫
時
期

は
コ
ン
バ
イ
ン
に
よ
る
事

故
が
多
く
発
生
し
て
い

る
。
転
落
事
故
、
回
転
部

へ
の
巻
き
込
ま
れ
に
よ
る

事
故
、
一
緒
に
作
業
し
て

い
た
補
助
作
業
者
を
轢
い

て
し
ま
う
事
故
が
多
い
。

①
圃
場
の
端
が
わ
か
る
よ

う
に
目
印
を
付
け
る
、
②

可
動
部
に
手
を
入
れ
る
場

合
は
、
確
実
に
機
械
が
止

ま
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認

す
る
、
③
複
数
人
で
作
業

す
る
場
合
は
、
補
助
作
業

員
全
員
の
位
置
を
必
ず
確

認
し
て
か
ら
バ
ッ
ク
す

る
、
な
ど
を
徹
底
し
ま
し

ょ
う
。

こ
の
他
、
手
こ
ぎ
作
業

で
の
巻
き
込
ま
れ
事
故
も

多
発
し
て
い
る
。
手
袋
は

巻
き
込
ま
れ
る
可
能
性
が

高
い
の
で
装
着
せ
ず
、
手

は
機
体
側
に
入
れ
ず
に
稲

を
供
給
し
ま
し
ょ
う
。

２
０
２
６
年
７
月
に
発
生
し
た

農
作
業
死
傷
事
故
は
４３
件
《
農
水
省
》

１
〜
８
月
で
３２
件
・
米
価

上
昇
で
も
離
農
止
ま
ら
ず

２６
年
産
コ
メ
概
算
金
大
幅
下
落

２４
年
産
米
比
で
は
微
増

「
残
業
月
４５
時
間
以
内
」

の
一
律
指
導
を
見
直
し
９月１日から
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日
本
農
業
機
械
化
協
会

の
調
査
で
、
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
の
着
用
状
況
が
公
道
走

行
時
で
16
・
7
％
、
作
業

時
及
び
公
道
走
行
時
で
10

％
だ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か

と
な
っ
た
。
調
査
結
果

は
、「
現
地
農
作
業
安
全

啓
発
活
動
」
で
全
国
10
県

の
農
業
機
械
士
が
見
回

り
・
声
か
け
活
動
を
実
施

し
、
確
認
し
た
も
の
。

「
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
装

備
は
あ
る
が
着
用
し
て
い

な
い
」
と
の
回
答
が
61
・

3
％
、「
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

が
な
い
」と
の
回
答
が
11
・

9
％
だ
っ
た
。
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
が
標
準
装
備
と
な
っ

た
2
0
0
1
年
以
前
に
製

造
さ
れ
た
ト
ラ
ク
タ
が
現

在
で
も
一
定
数
使
わ
れ
て

い
る
こ
と
も
判
明
し
た
。

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
し
な

い
理
由
は
、「
ト
ラ
ク
タ

を
使
用
す
る
の
は
圃
場
だ

け
で
公
道
に
出
な
い
か

ら
」「
圃
場
は
家
の
す
ぐ

近
く
だ
か
ら
」「
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
は
窮
屈
だ
か
ら
」

な
ど
。
ま
た
、
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
の
着
用
義
務
化
に
つ

い
て
は
、
販
売
会
社
な
ど

で
説
明
を
し
て
ほ
し
い
な

ど
の
要
望
が
あ
っ
た
。

こ
の
他
、
低
速
車
マ
ー

ク
に
つ
い
て
は
、
走
行
中

で
声
か
け
で
き
な
い
も
の

や
倉
庫
に
仕
舞
わ
れ
て
い

る
も
の
な
ど
に
対
象
を
拡

大
。
そ
の
結
果
、
声
か
け

対
象
以
外
で
は
45
・
9
％

が
装
備
、
1
・
1
％
が
マ

ー
ク
は
あ
る
が
破
損
、

53
・
0
％
が
な
し
だ
っ
た
。

ま
た
、
ト
ラ
ク
タ
の
出

力
別
で
は
、
高
馬
力
ほ
ど

装
備
率
が
高
く
な
る
傾
向

が
あ
っ
た
。
概
ね
30
馬
力

未
満
の
小
型
特
殊
免
許
仕

様
の
ト
ラ
ク
タ
は
法
令

上
、
尾
灯
の
装
備
義
務
が

な
く
、
追
突
さ
れ
る
恐
れ

が
大
き
い
に
も
関
わ
ら
ず

低
速
車
マ
ー
ク
の
装
備
率

が
低
か
っ
た
。
報
告
書
で

は
「
こ
れ
ら
へ
の
装
備
促

進
手
段
を
講
ず
べ
き
」
と

し
て
い
る
。

こ
の
他
、安
全
キ
ャ
ブ
・

フ
レ
ー
ム
は
80
・
6
％
が

装
備
、
4
・
8
％
が
フ
レ

ー
ム
は
あ
る
が
倒
し
て
い

る
、
14
・
6
％
が
装
備
な

し
だ
っ
た
。
06
年
の
農
研

機
構
の
調
査
で
は
装
備
率

が
69
・
0
％
だ
っ
た
こ
と

か
ら
、「
装
備
率
が
高
ま

っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る

も
の
の
、
一
層
の
啓
発
が

必
要
」
と
し
て
い
る
。

信託解禁で農地の
相続分散に歯止め

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
率
低
調

機械化協会
農
水
省

公
道
走
行
時
１７
％
／
装
備

は
あ
っ
て
も
非
着
用
６
割

農
地
の
権
利
移
転
は
農

地
法
に
よ
り
規
制
さ
れ
て

い
る
。
農
地
を
親
か
ら
子

な
ど
に
生
前
贈
与
で
き
る

の
は
、
相
手
が
営
農
し
て

い
る
場
合
に
限
ら
れ
る
た

め
、
農
家
以
外
の
親
族
に

も
権
利
を
譲
れ
る
新
た
な

仕
組
み
を
検
討
す
る
。
贈

与
や
相
続
の
際
の
納
税
猶

予
の
対
象
拡
大
に
つ
な
が

る
可
能
性
も
あ
る
た
め
、

2
0
2
7
年
度
の
税
制
改

正
要
望
に
も
反
映
す
る
。

▽
信
託
解
禁
で
耕
作
放
棄

地
の
抑
制
に

家
族
信
託
が
解
禁
に
な

れ
ば
、
生
前
中
に
農
家
以

外
の
親
族
へ
の
権
利
譲
渡

が
可
能
に
な
る
。
信
託
契

約
を
結
べ
ば
管
理
や
運

用
、
処
分
の
権
利
を
移
転

で
き
、
認
知
症
な
ど
に
よ

る
将
来
の
判
断
能
力
の
低

下
に
も
備
え
ら
れ
る
。
農

地
が
農
業
に
理
解
の
あ
る

相
続
人
に
生
前
か
ら
委
ね

ら
れ
れ
ば
、
意
欲
あ
る
担

い
手
へ
の
貸
し
付
け
な
ど

を
円
滑
に
進
め
ら
れ
る
。

現
行
法
で
は
、
所
有
者

が
亡
く
な
る
と
通
常
の
相

続
と
同
様
に
配
偶
者
や
子

供
な
ど
に
権
利
が
移
る

が
、
そ
の
際
、
営
農
の
有

無
は
問
わ
れ
な
い
。
そ
の

た
め
、
一
般
的
に
宅
地
よ

り
資
産
価
値
が
低
い
農
地

は
十
分
な
協
議
が
さ
れ
な

い
ま
ま
多
数
の
相
続
人
に

権
利
が
分
散
す
る
ケ
ー
ス

が
少
な
く
な
い
。
そ
し

て
、
農
地
を
貸
す
場
合
に

は
権
利
所
有
者
の
過
半
、

売
る
場
合
に
は
全
員
の
合

意
が
必
要
と
な
る
が
、
親

族
間
で
協
議
が
進
ま
な

い
、
相
続
人
が
不
明
確
な

ど
の
理
由
か
ら
農
地
が
塩

漬
け
に
な
り
、
耕
作
放
棄

地
に
至
る
リ
ス
ク
が
高
ま

る
。
規
制
緩
和
に
よ
る
農

地
の
信
託
解
禁
に
は
、
こ

う
し
た
状
況
を
防
ぐ
狙
い

が
あ
る
。

農
地
の
貸
借
で
多
い
農

地
中
間
管
理
機
構
（
農
地

バ
ン
ク
）
を
通
じ
た
契
約

期
間
は
10
〜
15
年
が
中
心

だ
が
、
相
続
を
経
て
塩
漬

け
に
な
る
と
更
新
が
ま
ま

な
ら
ず
、
生
産
基
盤
が
失

わ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

▽
所
有
者
不
明
農
地
の
増

加
は
農
地
集
約
の
障
害
に

耕
作
農
地
面
積
は
減
少

傾
向
に
あ
る
。
同
省
に
よ

る
と
、
2
0
2
5
年
は
4

2
3
万
9
0
0
0
㌶
で
、

前
年
か
ら
3
万
3
0
0
0

㌶
、
16
年
か
ら
は
23
万
2

0
0
0
㌶
減
少
し
た
。

ま
た
、
農
業
経
営
体
数

は
こ
の
20
年
ほ
ど
で
6
割

減
少
。
個
人
経
営
農
家
の

7
割
に
当
た
る
約
70
万
人

は
65
歳
以
上
と
な
り
、
平

均
年
齢
は
68
歳
に
迫
る
。

相
続
す
る
子
世
代
が
非
農

家
で
あ
る
比
率
は
高
ま
っ

て
お
り
、
農
業
へ
の
関
心

が
低
い
人
が
農
地
を
相
続

す
る
ケ
ー
ス
は
今
後
も
増

え
る
可
能
性
が
高
い
。

同
省
に
よ
る
と
、
2
0

2
5
年
3
月
末
時
点
で
全

国
の
農
地
の
2
割
に
当
た

る
1
0
6
万
㌶
で
所
有
者

が
不
明
か
近
隣
に
不
在
の

状
態
だ
っ
た
。
農
地
を
担

い
手
に
集
約
し
て
生
産
性

向
上
・
省
力
化
を
進
め
る

障
害
に
な
っ
て
い
る
。

▽
信
託
を
生
か
す
に
は
農

業
で
の
高
収
益
化
が
必
須

と
の
見
解
も

一
方
で
、
信
託
の
解
禁

は
特
効
薬
で
は
な
い
と
の

意
見
も
あ
る
。
東
京
大
学

の
安
藤
光
義
教
授
は
「
農

地
は
負
の
不
動
産
に
な
り

や
す
く
信
託
の
受
け
手
が

出
て
く
る
か
懸
念
が
あ

る
。
農
業
で
高
い
収
益
を

上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
し
な

け
れ
ば
耕
作
放
棄
は
減
ら

せ
な
い
」
と
指
摘
す
る
。

＊

農
地
法
は
1
9
5
2
年

に
制
定
さ
れ
、
農
地
の
権

利
移
動
や
転
用
の
制
限
、

利
用
関
係
の
調
整
、
遊
休

農
地
に
関
す
る
措
置
な
ど

を
定
め
た
法
律
。
売
買
や

貸
借
は
原
則
と
し
て
各
自

治
体
の
農
業
委
員
会
が
許

可
し
、
優
良
農
地
の
住
宅

や
工
場
へ
の
転
用
は
原
則

認
め
ら
れ
な
い
一
方
、
市

街
地
な
ど
で
は
転
用
が
原

則
許
可
さ
れ
て
い
る
。
2

0
0
9
年
の
法
改
正
で
農

地
の
賃
貸
借
に
関
し
て
大

幅
に
制
限
が
緩
和
さ
れ
、

農
業
生
産
法
人
だ
け
で
な

く
、
一
般
法
人
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

等
が
農
地
を
借
り
て
営
農

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

※
信
託
と
は

信
託
と
は
、
自
分
の
財

産
を
信
頼
で
き
る
人
に
託

し
、
そ
の
人
に
一
定
の
目

的
に
従
っ
て
管
理
・
運
用

し
て
も
ら
う
制
度
。
委
託

者
・
受
託
者
・
受
益
者
の

3
者
の
関
係
で
成
り
立

つ
。
委
託
者
は
自
分
の
財

産
を
託
す
人
、
受
託
者
は

託
さ
れ
た
財
産
を
管
理
・

運
用
す
る
人
（
信
託
銀
行

な
ど
）、
受
益
者
は
そ
の

財
産
や
運
用
に
よ
る
利
益

を
受
け
る
人
と
な
る
。
委

託
者
は
契
約
な
ど
で
財
産

を
受
託
者
に
移
し
、
受
託

者
は
信
託
目
的
に
従
っ
て

管
理
・
運
用
し
、
そ
の
利

益
を
受
益
者
に
渡
す
。

農
林
水
産
省
は
、
相
続
に
よ
っ
て
農
地
の
権
利
分
散
や
耕
作
放
棄
地
を
減
ら
す

た
め
、
農
地
を
家
族
信
託
の
対
象
と
し
て
解
禁
す
る
農
地
法
改
正
の
検
討
を
始
め

た
。
日
本
経
済
新
聞
が
8
月
26
日
に
報
じ
た
。
農
地
の
権
利
者
が
分
散
さ
れ
る
と

貸
し
出
し
や
売
却
が
難
し
く
な
る
。
同
省
は
信
託
を
解
禁
す
る
こ
と
で
、
農
家
で

は
な
い
子
や
孫
で
も
農
地
の
管
理
や
貸
し
出
し
を
可
能
と
し
、
所
有
者
不
明
農
地

の
減
少
に
つ
な
げ
た
い
考
え
だ
。

農
地
法
改
正
を
検
討

オ
リ
コ
金
利
改

定
の
お
知
ら
せ

１０
月
１
日
申
込
分
よ
り

日
本
銀
行
の
金
融
政
策

の
見
直
し
に
伴
う
市
場
金

利
の
動
向
や
資
源
価
格
の

高
騰
、
円
安
に
よ
る
物
価

上
昇
等
に
よ
り
、
2
0
2

6
年
10
月
1
日
よ
り
取
引

条
件
の
改
定
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

▽
改
定
時
期

2
0
2
6
年
10
月
1
日

お
申
込
分
よ
り

※
既
に
お
申
込
み
、
承
認

済
の
案
件
は
改
定
前
条
件

で
の
お
取
扱
い
で
す
。

▽
内
容

現
条
件
＋
月
利
0
・
0

3
％
の
改
定
。
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2
0
2
6
年
産
米
の
概

算
金
は
コ
ス
ト
や
労
力
に

「
見
合
っ
て
い
な
い
」。生

産
者
が
そ
う
評
価
し
て
い

る
こ
と
が
、
産
直
ア
プ
リ

「
ポ
ケ
ッ
ト
マ
ル
シ
ェ
」を

運
営
す
る
株
式
会
社
雨
風

太
陽
が
行
っ
た
「
米
の
価

格
に
関
す
る
意
識
調
査
」

で
わ
か
っ
た
。
コ
ス
ト
上

昇
と
価
格
下
落
の
二
重
苦

に
直
面
し
て
い
る
状
況
が

浮
き
彫
り
と
な
っ
た
。

▽
コ
ス
ト
は
前
年
比
増
・

概
算
金
は
大
幅
下
落

25
年
産
米
の
概
算
金
で

は
「
見
合
っ
て
い
る
」
と

の
回
答
が
7
割
だ
っ
た

が
、
26
年
産
米
で
評
価
が

一
変
し
た
の
に
は
生
産
コ

ス
ト
の
上
昇
も
大
き
い
。

生
産
コ
ス
ト
に
つ
い
て

は
「
大
き
く
増
え
て
い

る
」
と
「
や
や
増
え
て
い

る
」
が
合
わ
せ
て
91
・
1

％
で
、
前
年
よ
り
負
担
が

増
え
た
項
目
は
、「
肥
料
」

83
・
9
％
、「
農
機
具
・

設
備
・
修
繕
費
」
77
・
4

％
、「
燃
料
・
電
気
」
61
・

3
％
、「
農
薬
」
48
・
4

％
、「
包
装
な
ど
の
資
材
」

48
・
4
％
な
ど
と
な
っ
た

（
複
数
回
答
）。

自
由
記
述
に
は
「
米
も

最
低
賃
金
の
よ
う
に
、
農

業
者
が
安
心
し
て
生
産
で

き
る
価
格
を
政
府
が
決
め

て
欲
し
い
」、「
農
業
者
の

生
活
が
成
り
立
た
な
け
れ

ば
生
産
を
や
め
る
こ
と
に

な
る
と
い
う
理
解
が
必

要
」
な
ど
の
声
が
あ
っ

た
。

▽
消
費
者
の
6
割
は
価
格

低
下
を
歓
迎

米
の
価
格
低
下
に
つ
い

て
は
、
消
費
者
の
6
割
が

「
歓
迎
し
て
い
る
」
と
回

答
し
た
が
、
一
方
で
、「
不

安
・
懸
念
を
感
じ
る
」
も

15
・
1
％
あ
っ
た
。
自
由

記
述
に
は
、
生
産
者
の
収

入
減
や
米
の
生
産
継
続
を

懸
念
す
る
声
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
米
を
購
入
す
る

時
に
最
も
重
視
す
る
こ
と

は
、「
価
格
」
28
・
7
％
、

「
品
種
、銘
柄
、知
名
度
」

24
・
5
％
、「
食
味
、食
感
」

23
・
2
％
、「
栽
培
方
法
」

10
・
0
％
、「
産
地
」
9
・

5
％
な
ど
だ
っ
た
。

▽
生
産
者
と
消
費
者
の
販

売
価
格
の
差
は
5
0
0
円

精
米
5
㎏
の
店
頭
販
売

価
格
に
つ
い
て
、
生
産
者

に
今
後
も
生
産
を
続
け
ら

れ
る
価
格
を
聞
い
た
と
こ

ろ
、
最
多
は
3
5
0
0
〜

4
0
0
0
円
未
満
で
31
・

3
％
。
以
下
、
3
0
0
0

〜
3
5
0
0
円
未
満
25
・

0
％
、
5
0
0
0
円
以
上

15
・
6
％
と
続
い
た
。

一
方
、
消
費
者
が
今
後

も
無
理
な
く
購
入
し
続
け

ら
れ
る
と
思
う
価
格
は
、

3
0
0
0
〜
3
5
0
0
円

未
満
が
22
・
3
％
、
2
5

0
0
〜
3
0
0
0
円
未
満

が
22
・
1
％
。
生
産
者
の

回
答
で
最
も
多
か
っ
た
3

5
0
0
〜
4
0
0
0
円
未

満
は
15
・
6
％
に
と
ど
ま

り
、
生
産
者
と
消
費
者
に

「
5
0
0
円
」
の
差
が
あ

る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

▽
「
5
0
0
円
の
差
」
解

消
は
米
づ
く
り
の
実
情
を

い
か
に
伝
え
る
か

た
だ
、
消
費
者
の
8
割

が
「
生
産
に
つ
い
て
知
れ

ば
価
格
へ
の
見
方
が
変
わ

る
」
と
回
答
し
、「
知
っ

た
場
合
、
普
段
よ
り
高
く

て
も
購
入
し
た
い
と
思

う
」
は
7
割
を
超
え
た
。

消
費
者
に
米
作
り
の
実
情

を
伝
え
れ
ば
認
識
の
差
を

解
消
で
き
る
可
能
性
が
あ

る
。

【
調
査
概
要
】

調
査
期
間
は
8
月
15
〜

19
日
。
回
答
者
は
産
直
ア

プ
リ
「
ポ
ケ
ッ
ト
マ
ル
シ

ェ
」
に
登
録
す
る
米
生
産

者
34
名
と
、「
ポ
ケ
ッ
ト

マ
ル
シ
ェ
」
ユ
ー
ザ
ー
の

消
費
者
1
5
4
9
名
。
26

年
産
米
の
概
算
金
へ
の
評

価
は
、
概
算
金
が
す
で
に

示
さ
れ
た
生
産
者
19
名

（
回
答
者
数
が
少
な
い
点

に
留
意
が
必
要
）

26
年
産
米
価
格
に
関
す
る
意
識
調
査

コストに「見合っていない」
26年産米概算金
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２０２６年度都道府県別最低賃金決定
▼
引
き
上
げ
額
５６
円
過
去
２
番
目
の
高
さ

▼
目
安
額
を
上
回
る
引
き
上
げ
は
３３
府
県

2
0
2
6
年
度
の
最
低

賃
金
が
9
月
3
日
、
全
都

道
府
県
で
出
揃
っ
た
。
全

国
平
均
の
時
給
は
現
行
の

1
1
2
1
円
か
ら
56
円
上

が
り
、
1
1
7
7
円
に
な

る
。
引
き
上
げ
額
56
円
は

昨
年
度
の
66
円
に
次
い
で

2
番
目
と
な
る
。

中
央
最
低
賃
金
審
議
会

が
示
し
た
引
き
上
げ
額
の

目
安
を
超
え
た
地
域
は
33

府
県
で
、
上
乗
せ
額
の
最

大
は
9
円
。
昨
年
度
は
人

材
流
出
に
歯
止
め
を
か
け

る
狙
い
か
ら
、
都
道
府
県

間
で
賃
上
げ
競
争
の
様
相

を
呈
し
、
上
乗
せ
は
39
道

府
県
に
及
び
最
大
は
18
円

だ
っ
た
。
今
年
度
は
上
乗

せ
し
た
都
道
府
県
数
、
上

乗
せ
額
と
も
昨
年
度
を
下

回
り
、
引
き
上
げ
競
争
は

緩
和
し
た
。

競
争
が
緩
和
し
た
背
景

に
は
政
府
の
方
針
転
換
が

あ
る
。
政
府
は
、「
2
0

2
0
年
代
に
全
国
平
均
1

5
0
0
円
」
の
最
低
賃
金

を
目
指
す
目
標
を
掲
げ
て

い
た
が
、
国
の
審
議
会
が

6
月
、
過
度
な
競
争
の
抑

制
を
求
め
る
報
告
書
を
ま

と
め
た
こ
と
を
受
け
、
目

標
を
事
実
上
先
延
ば
し
し

た
こ
と
も
影
響
し
た
。

改
定
額
は
10
月
中
に
適

用
す
る
の
が
通
例
だ
が
、

今
年
度
は
7
府
県
が
11

月
、
3
県
が
12
月
か
ら
の

適
用
と
し
た
。
昨
年
度
は

11
月
以
降
の
適
用
が
27

県
、
う
ち
5
県
は
翌
年
1

月
以
降
と
な
り
、
適
用
日

が
越
年
す
る
の
は
現
行
方

式
と
な
っ
た
02
年
以
降
で

は
初
め
て
だ
っ
た
。
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